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≪2017年度中学入試分析リポート②≫――――――――――――――――――――――――
東京、千葉の共学校以外は応募者が減少

追加入試を除けば、ほぼ応募状況の数字が出揃ったので、この号ではまず全体状況を見てみよう。都県ごとに、学校種別に前年と比べてどの程度の応募者数の増減があったかを調べてみた（下の表では私立についてのみ触れている）。太字は増加したジャンル。

■2017年度入試　全体の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は対前年比の％）
	
	男子校
	女子校
	共学校
	合計

	東京
	96.0％
	92.1％
	103.9％
	97.9％

	神奈川
	92.9％
	96.0％
	99.2％
	96.5％

	千葉
	―
	99.7％
	103.3％
	102.9％

	埼玉
	86.8％
	94.8％
	99.2％
	97.3％

	合計
	94.5％
	93.4％
	101.9％
	98.0％


過去8年分も調べてみた。応募者数の総合計（表の右下に当たる）が前年を上回ったのは前年の2016年だけであった。前年7年ぶりに応募者が増加したが、今年は減少に転じてしまった。秋の模試の段階から受験者数は減っていたが、近年大手の模試を経ないで中学受験する層が徐々に増えているので横ばいくらいになるかと期待していたが、そうはならなかった。一つにはWeb出願が増えていることが出願者数を絞らせている面がある。実際1月下旬に個々の学校の出願状況を追ったのであるが、締め切りが早い一部の伝統校を除いてなかなか前年をクリアしないのでやきもきした。
都県別では、千葉はこれまで増が1度もなくジリジリ減り続けていたが（東京・神奈川生のお試し受験が埼玉が定番になったことが大きい）、今年は増。東邦大東邦の推薦入試実施のほか、渋谷教育幕張、専修大松戸など難関校が大きく増えている。

男女別では埼玉の男子校が大きく落ち込んでいるが、立教新座が隔年で大きく変動することが要因。東京の男子校、女子校がともに減少し、共学校が増えているが、共学の付属校（日大系、明治系、青山学院、法政大学など）、新しいタイプの学校（広尾学園、三田国際など）に出願先が移っていることによるほか、新しいタイプの入試への出願が増えていることにもよる。神奈川の男子校も減っているが、浅野、聖光学院、桐蔭学園中等教育、桐光学園男子部など難関校が敬遠されている。

では、偏差値ゾーン別に2月2日・3日の応募者数が多かった学校を見ていこう。★が3年以上連続増、◎が2年連続増、〇が前年より増を示す。Ｎは新設入試回。

男　子
　　　　　　■09年２月２日
	60以上
	50以上
	49以下

	本郷① 　　　　　　　1054
城北② 　　　　　　 　946

聖光学院①　　　　　　815

世田谷学園②　　  　　705

攻玉社②　　　　　　　653

明大明治①　　　　　　652
巣鴨②　　　　　　　　625
栄光学園　　　      　623
桐光学園②　　　　  　584
鎌倉学園①　　　　　　572
	明大中野①　　　　 　1077
神奈川大附Ａ　　　  　695
法政二①　　　　  　　651
国学院久我山②　　　　590

高輪Ｂ　　　　　　  　578
獨協②　　　　　　　　530

日大三①　　　　 　　 494
東京都市大付②　  　　485

青稜②Ｂ　　　　　　　429
関東学院A　　　　　　 301
	足立学園②　　　　　 403

広尾学園②特進選抜　 403
立正②　　　　　　 　334

日大一②　　　　　　 313

郁文館②　　　　　　 277
かえつ有明難関進学② 266

広尾学園②特進一貫　 245

関東学院六浦B　　　 230

京華②午後　　　　　 220

かえつ有明総合進学② 218


　　　　　　■16年２月２日

	60以上
	50以上
	49以下

	本郷②　　　　　　　 1007

城北②　　　　　　 　 762

明大中野①　　　 　　 753
聖光学院①　　　　　　742
桐朋②Ｎ　　　　　　　672

攻玉社②◎　　　　　　648

栄光学園　　      　　636

東京都市大付②　　  　618

法政二①　　　　  　　606

世田谷学園②　　  　　543
	日本大学Ｂ◎　　　　  489
獨協②　　　　　　　　463

桐蔭学園②午後　　　　404

芝浦工業大学②〇　　　400
青稜②Ｂ〇　　　　　　384

都市大等々力Ｓ特②Ｎ　382

国学院久我山②　　　　366

桐光学園②　　　　　　363

都市大等々力②〇　　　274

藤嶺藤沢③〇 　　　　 190
	日大豊山②〇　　　　 424
日大三②　　　　　　 238

聖学院②特待　　　　 235

足立学園②〇　　　　 201

宝仙理数公立一貫　　 173

聖学院②★　　　　　 166

日大一4科②Ｎ　　　　154

文教大付④　　　　　 142

文教大付③　　　　　 134 
京華②午後　　　　　 123


＊法政大学、三田国際学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■17年２月２日

	60以上
	50以上
	49以下

	本郷②〇　　　　　　 1085

明大中野①〇　　 　　 882
城北②　　　　　　 　 734

栄光学園〇　      　　713

桐朋②〇　　　　　　　701

聖光学院①　　　　　　695
法政二①〇　　　  　　648

世田谷学園②〇　  　　633
山手学院B〇　　　　　564
攻玉社②　　　　　　　531
	芝浦工業大附②◎　　　495
獨協②　　　　　　　　408

国学院久我山②　　　　363

桐光学園②　　　　　　315
都市大等々力②　　　　225

佼成学園②特奨〇　　　215
開智日本橋③〇　　　　214
足立学園②特奨②〇　　183
聖学院②特待アド　　  175
桐蔭学園②午後　　　　161
	日大豊山②◎　　　　 477
桐蔭学園②午後〇　　 453
日大三②〇　　　　　 853

関東学院①C〇　　　　216
足立学園②　　　　　 178
佼成学園②〇　　　　　162

宝仙理数公立一貫②　 149

日大一4科②　　　　　142

文教大付④　　　　　 129

文教大付③　　　　　 114 


＊法政大学、三田国際学園、安田学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■2月2日　　連続増は芝浦工業大附②、日大豊山②のみ
前年より応募者数増（★、◎、〇で表記）の学校（入試回）数から見ていこう。ここでは紙数の関係で2010年から2015年の表は載せていないが、2010年→2011年→2012年→2013年→2014年→2015年→2016年→2017年の推移は13校→10校→14校→15校→14校→6校→9校→16校。2017年は過去最多となった。ただ3年以上連続はなくなり、2年連続も芝浦工業大附②、日大豊山②の2校だけになった。各ゾーンにまんべんなく増加校があることが特徴。
2月2日が最初の入試回という学校はさすがに60以上のゾーンに限られる。明大中野①、栄光学園、聖光学院①、法政二①だが、うち聖光学院①を除く3校が前年より増えている。第一志望者の増加と考えていいだろう。2回目も4入試回が増加している。前年は増は攻玉社②と新設の桐朋②しかなかったから、2日は人気校へより集まったということが言える。
男子校の数は60以上が9入試回、50以上が5入試回、49以下が3入試回と、男子では偏差値が下がるほど共学志向になる傾向にある。全体状況のところで述べたが、2日を見ても、明大中野①、法政二①、日大豊山②、日大三②、日大一4科②と付属校が5校も登場する。しかもうち4校が増である。このほか2日の付属校では明大明治①、東洋大京北③が増となっている。一方、学習院①、立教池袋①、慶應湘南藤沢、中央大附横浜②、日本大学Bなど減らしているところも結構あるので、付属校がどこも軒並み増というわけではない。
　　　　　　　・60以上　東京都市大付②がいなくなり、山手学院B(午後入試)が入ったくらいでメンバーに変動はない。60以上はずっと男子校の世界だったが、山手学院が入ってきた。東京都市大付②は440で15位。11位は高輪Bで495、12位は鎌倉学園①467、13位は神奈川大附Aで465、14位が巣鴨②で458。
　　　　　　　　2009年との対比では本郷（①だった）、城北②、聖光学院①、世田谷学園②、攻玉社②、栄光学園の6校しか残っておらず、2月1日と比べると変化が大きい。
・50以上　午後入試の日本大学B、青稜②Ｂ、都市大等々力Ｓ特②が60以上に、桐蔭学園②午後が49以下に移ったので、かなり変わった。日本大学Bは416、青稜②Ｂは334、都市大等々力Ｓ特②は348と、難度が上昇した分少しずつ減っている。
午後のほうが午前より偏差値が高くなるのがふつうだが、この日の桐蔭学園②は午前が50以上で午後が49以下と逆転している。佼成学園、足立学園は午後の特別奨学生と午前がともに登場。聖学院②特待アドを含め、このゾーンでは特待入試に集まる傾向にある。
2009年との対比では60以上に移動している学校が多く、残っている学校となると国学院久我山②と獨協②しかない。

　　　　　　　・49以下　他の日程のこのゾーンに比べると変化が少ない。聖学院②特待アドが60以上に移り、桐蔭学園②午後が入ってきたほかは聖学院②、京華②午後がいなくなったくらいである。聖学院の2日午前は、思考力58、英語選抜9に変わっている。京華②の2日午後は②73、②特別選抜90に変わっている。
宝仙理数公立一貫②は2月1日にも設定したにもかかわらず、大勢の応募者を集めて、例年適性検査型入試でトップの応募者を集めている実力を発揮している。佼成学園も1日に続いてこの日も適性検査型を設定。このように、同日同時間帯に複数の入試タイプを設定するケースが年々増えている。
■09年２月３日
	60以上
	50以上
	49以下

	浅野　　　　　　　　 2153
早稲田②　　　　　 　1518
海城②　　　　　　　 1150
筑波大駒場　　　　　　872

慶應中等部　　　　　　856
本郷②　　　　　　　　786
武蔵高校附属　　　　　723

小石川中等教育一般　　678明大明治②　　　　　 648桐蔭中等教育②　　　  644
	成城②　　　　　　   1048　　　　　　

桐蔭学園②　　　　　　737
城北埼玉③　　　　　　655

日大豊山②　　　　　　577
関東学院Ｂ　          529

両国高校附属　　　　　518
立川国際中等教育一般　489

白鴎高校附属一般　　　445

日大二② 　　         437

日大三②　　　　　　　407
	広尾学園③特進選抜　 425
足立学園③　　　　　 387

桜美林③　　　　　 　379
郁文館③　　 　　　　304

広尾学園③特進一貫　 298
立正③　　　　　　 　297

横浜②　　 　　　　　241

東海大高輪台②　　 　220

安田学園④特奨       192
郁文館特別奨学生②　 161　　　


■16年２月３日

	60以上
	50以上
	49以下

	浅野〇　　　　　　　 1814　　
早稲田②　　　　　 　1300
海城②〇　　　　　　 1230
慶應中等部〇　　　　　821
筑波大駒場〇　　　　　793
小石川中等教育一般〇 550横浜市立南高校附属    542

相模原中等教育〇  　　538
三鷹中等教育　　　　　523
逗子開成②　　　　　 　522
	成城②　　　　　　　 1134　　　　　　

都市大等々力③　　　　474

南多摩中等教育〇　　　397

大泉高校附属　    　 383

平塚中等教育〇       361
日大二②　　　　　　 299

成城学園②◎　　　　 248

かえつ有明③特待　　 203

明大中野八王子② 　　189

淑徳③スーパー特進〇 188
	日大豊山④Ｎ　　　　　409
日大豊山③〇          377

桐蔭学園③　　　　　  296

聖学院③特待        　237

日大三③Ｎ　　　　　　231
足立学園③◎          181
東海大相模Ｂ　　　 　 170

関東学院C　　　　　　 162

日大一2科①Ｎ　　　　 128

藤嶺藤沢④〇　　　　　 128


＊法政大学、三田国際学園などは男女別応募数は現時点で未公表。
■17年２月３日

	60以上
	50以上
	49以下

	浅野　　　　　　　　 1699　　
早稲田②〇　　　　 　1378
海城②　　　　　　　 1133
成城②　　　　　　　 1042慶應中等部　　　　　　851
筑波大駒場　　　　　　689
相模原中等教育◎  　　608
小石川中等教育一般　  523
三鷹中等教育　　　　　490
横浜サイエンスN　　　450　 
	平塚中等教育◎       403
日大二②〇　　　　　 388
明大中野八王子A②〇　254
成城学園②　　　　　 208
佼成学園③特奨〇　　　207
足立学園特奨③〇　　　184
淑徳③スーパー特進　 160
桜美林③ 　　　　　　158
湘南学園C　　　　　　155
かえつ有明③特待　　 148
	日大豊山④〇　　　　　454
日大豊山③◎          412

日大三③〇　　　　　　342
桐蔭学園③　　　　　  256
開智日本橋④　　　　　229

聖学院③特待アド     　176

足立学園③　          173
佼成学園③〇　　　　　128

東海大相模Ｂ　　　 　 122

自修館C　　　　　　　 112


＊法政大学、三田国際学園、安田学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■2月3日　　公立中高一貫校が7校から4校に減少
2月3日は、東京・神奈川で公立中高一貫校の入試が実施されているため、他の日程とは大きく様相が異なり、60以上、50以上の20校中、公立中高一貫校が占める割合は年々増えてきた。2009年→2010年→2011年→2012年→2013年→2014年→2015年→2016年の推移では5校→5校→8校→9校→11校→11校→11校→7校となっていたが、2017年は5校と激減。一つは神奈川県立平塚中等教育、川崎市立川崎高校附属以外はすべて60以上に移動したこと、もう一つは公立中高一貫校は年々志望者が減る傾向にあることによる。ただし今年は、千代田区立九段、富士高校附属、神奈川県立相模原中等教育、神奈川県立平塚中等教育で男女が、立川国際中等教育、白鴎高校附属で男子が、小石川中等教育で女子が増えている（詳しい状況は後半のＨＯＴＮＥＷＳで扱っている）。神奈川県立の2校が増えていることは、横浜市立横浜サイエンスフロンティアの開校があり、公立中高一貫校対策の塾が増えたことが影響していると思われる。
私立は、男子校が13校（桐蔭学園③を含む）、共学校が12校とほぼ同数。60以上と49以下が男子校が多数派で、50以上は共学校が多数派という傾向は例年通りだ。

前年より応募者数増の学校（入試回）数を見ると、2010年→2011年→2012年→2013年→2014年→2015年→2016年→2017年では6校→10校→11校→9校→10校→8校→12校→11校と、ほぼ例年並み。

・60以上　成城②が50以上のゾーンから移ってきて4位に入った以外は6位までは前年と全く同順位。成城は難度が上昇したことにより各回で大幅減となっている。前年は早稲田②以外の4校が増だったが、今年は全く逆で早稲田②だけが増。隔年現象の典型と言える。
都市大等々力③が50以上のゾーンから移ってきて441で11位、逗子開成②が429で12位。因みに横浜市立南高校附属は423で13位である。
2009年との対比では浅野、早稲田②、海城②、慶應中等部、筑波大駒場、小石川中等教育の6校が残っている。前年との対比では、横浜市立南高校附属、逗子開成②と新設の横浜市立横浜サイエンスフロンティア以外は重なる。

　　　　　　　・50以上　2009年の表から残っているのは日大二②しかない。このゾーンは偏差値の移動のほか日程の移動も大きいことによる。前年との対比では、応募者が多かった上位4校がそっくり60以上へ移動したほかは5位以下はそのまま残っている。
佼成学園③特奨、足立学園特奨③、桜美林③、湘南学園Cが新登場であるが、前2者は2日でも登場していた顔ぶれ。明大中野八王子A②は5日午後にB入試（4科総合問題）を設定したのでAが付いている。B入試を新設したことで来校者が増えて学校が知られたためだろう他の入試回も大きく増えている。

・49以下　このゾーンは例年変動が大きいゾーンで、2009年の表から残っているのは足立学園③しかない。ただし前年との対比では前年の上位7校が残っている。いなくなった関東学院C、藤嶺藤沢④に替わり同じ神奈川の東海大相模B,自修館Cが入っている。
50以上のゾーンで、佼成学園特奨、足立学園特奨が2日でも登場していたと述べたが、このゾーンはさらに重なっている。日大豊山、日大三、桐蔭学園、開智日本橋、聖学院、足立学園、佼成学園とほとんどが2日にも登場していた学校だ。多くの入試回がある中で、3桁の応募者がある学校というのは限られていることがわかる。
女　子
■09年２月２日
	60以上
	50以上
	49以下

	女子学院　           1234

豊島岡女子学園①　  　904

大妻②　　　　　　　　750
共立女子Ｂ　　　　　　743
青山学院　　　　　　　663

吉祥女子②　　　　　　624
普連土学園②　　　　　568
フェリス女学院　　　  522
立教女学院　          505

洗足学園②　　　　　　472
	実践女子学園②　　　　568
山脇学園Ｂ　　　　　　568
大妻中野②アドバンス　521
横浜女学院Ｂ　　　　　504富士見②　　　　　　　489
恵泉女学園①　　　　　472

神奈川学園Ｂ       　 432

昭和女子大附B         410

十文字③　　　　　　　385

女子聖学院①　        372
	麹町②午後一般④　　 516
横浜富士見丘②　　　 364

八雲学園②　         355
玉川聖学院①　　　　 336

文京学院大女子②　  323トキワ松B午後　　 　320

広尾学園②特進選抜　 306

東京家政大附③       300

中村②　　　　　　 　292

麹町②午前一般③　 　283


　　　　　　　  ■15年２月２日
	60以上
	50以上
	49以下

	女子学院〇            971

豊島岡女子学園①　  　828
吉祥女子②　　　　　　643

東京女学館③〇　　　　609
大妻②　　　　　　　　521

洗足学園②　　　　　　477
フェリス女学院〇　　  476

鴎友学園②　　　　　　470

普連土学園②　　　　　434
中央大附属横浜②　　　417
	大妻中野③アドバンス　589
山脇学園Ｂ　　　　　　573
共立女子Ｂ　　　　　　570

品川女子学院②　　　　490
恵泉女学園Ａ①　　　　432

富士見②　　　　　　　383
大妻多摩②　　　　　　309

日本大学Ｂ　　　　　　297
昭和女子大附B         282
三輪田学園②〇　　　　253　       
	横浜英和女学院Ｂ２〇　427

実践女子学園②　　　　376
神奈川学園Ｂ       　 368
跡見学園②　　　　　　366

横浜英和女学院Ｂ１〇　261

女子聖学院③◎　　　　254
横浜女学院Ｃ　　　　　227桐朋女子ＢＮ　　　　　218八雲学園②　          210
玉川聖学院②Ｎ 　 　　204


  　　　　　　■16年２月２日
	60以上
	50以上
	49以下

	豊島岡女子学園①〇　 1110
吉祥女子②〇　　　　　840
大妻②〇　　　　　　　748

洗足学園②〇　　　　　771
普連土学園②〇　　　　594
東京女学館③　　　　　538

渋谷教育渋谷②〇　　　380

法政二①Ｎ　　　　　　326
中央大附属横浜②　　　301

広尾学園医サイ★　　　298
	共立女子Ｂ〇　　　　　736

大妻中野③アドバンス◎672

山脇学園Ｂ〇　　　　　590
鎌倉女学院①〇　　　　506

恵泉女学園Ａ①〇　　　498

青山学院横浜英和Ｃ◎　493

品川女子学院②　　　　482
富士見②〇　　　　　　443
田園調布学園②Ｎ　　　395

日本大学Ｂ〇　　　　　328　       
	神奈川学園Ｂ〇     　 371
実践女子学園②　　　　351
跡見学園特別入試ＰＮ　296

桐朋女子Ｂ〇　　　　　220

宝仙理数公立一貫　　  198

十文字④スーパー型　　185

和洋九段③〇　　　　　175八雲学園②　          174

女子聖学院③　　　　　165
跡見学園②Ｐ　　　　　151

文京学院大女子③　　　151


＊法政大学、三田国際学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■17年２月２日
	60以上
	50以上
	49以下

	豊島岡女子学園①　 　1062
吉祥女子②　　　　　　745
洗足学園②　　　　　　693
大妻②　　　　　　　　685

共立女子Ｂ　　　　　　654

東京女学館③〇　　　　590

鎌倉女学院①◎　　　　546
青山学院〇　　　　 　 497

普連土学園②　　　　　461
青山学院横浜英和B　 　448
	山脇学園Ｂ　　　　　　577
大妻中野③アドバンスト566

恵泉女学園Ａ①◎　　　520

田園調布学園②〇　　　437

品川女子学院②　　　　427
富士見②　　　　　　　351
神奈川学園Ｂ　     　 319
三輪田学園②〇　　　　268
大妻多摩②　　　　　　235
日本大学Ｂ　　　　　　239　       
	実践女子学園②　　　　320
桐蔭学園②午後〇　　  212
桐光学園②〇　 　　　 191
十文字チャレンジ型〇　190

日大三②〇　　　　　　190
宝仙理数公立一貫　　  180
跡見学園②Ｐ　　　　　179

十文字③スーパー特待　177

跡見学園特別入試　　　165
日大豊山女子③〇 　　 164


＊法政大学、三田国際学園、安田学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

　■2月2日　　難しいゾーンでも共学校が顔を出す気配
2009年がサンデーショックの年だったので、女子は2015年の表も掲載している。60以上のゾーンについて2009年と2015年とを対比して見ると、共立女子Bが50以上に移ったほか（2017年は再び60以上のゾーン）、青山学院、立教女学院がいなくなり、東京女学館③、鷗友学園②（入試回数を減らし2017年は2日にはない）、中央大附属横浜②が入っている。共学校の数も1校ずつで変わりない。
ただし、以前は2日はどのゾーンも圧倒的に女子校が多かったが（2009年は表に登場する共学校は、青山学院、広尾学園②特進選抜のわずか2校のみ）、2017年は青山学院、日本大学B、日大三②、宝仙理数公立一貫と4校になっている。このほか60以上のゾーンでは、法政二①が408で11位、渋谷教育渋谷②が371で12位、中央大附属横浜②が397で13位、広尾学園医進サイエンスが371で14位と、多くの共学校が登場ラインのすぐそこまで来ている。高偏差値ゾーンほど女子校の独壇場であったものが、共学校志望の増加と、それに伴う共学校の偏差値の上昇で、独壇場が崩れようとしている。
2009年の表の49以下に広尾学園②特進選抜、2015年の表の49以下に横浜英和女学院B1・B2があるが、2016年、2017年の表ではそれぞれ60以上に移っている。短期間にこのように上昇するケースはほとんどない。
そのほか特徴的なことは、60以上、50以上で増加校が減り、49以下で増えていることだ。これまでは多くの日程で上位のゾーンで増加校が増え、下位のゾーンで減ることが多かった。今年の受験生は若干冒険しなくなったのだろうか。

午後入試の入試回数は、2009年→2010年→2011年→2012年→2013年→2014年→2015年→2016年→201７年で、9校→11校→10校→8校→10校→11校→10校→12校→10校。今年は平均的な数となった。実施する学校が増えているので1校当たりの数はそろそろ頭打ちか。

・60以上　2009年、2015年はサンデーショックの年なので、60以上は前年と見比べてみる。2016年の上位6校は残っている。いなくなった学校も、前述したように11位から14位に入っている。替わって共立女子B、鎌倉女学院①、青山学院横浜英和B（入試回数を減らしたのでCがBになっている）が50以上から移ってきている。それに青山学院が復活している。

・50以上　このゾーンの特徴はトップが頻繁に入れ替わること。2009年は実践女子学園②、2010年は横浜女学院Ａ②、2011年は山脇学園Ｂ、2012年～2014年は共立女子Ｂ、2015年は大妻中野③アドバンス、2016年は共立女子Ｂが返り咲き、2017年は2011年から6年ぶりに山脇学園Bになった。

上に述べたように3校が60以上へ移ったため、2015年にあった三輪田学園②、大妻多摩②が復活した（2016年、大妻多摩②は320で11位、三輪田学園②は253で13位だった）。

・49以下　このゾーンは宝仙理数公立一貫以外すべて女子校。宝仙理数公立一貫、跡見学園の2入試回、十文字④スーパー型は残り、2017年は女子でも付属校志向が強まったことを象徴するように日大三②、日大豊山女子③が登場した。男子の2月2日と同様である。いなくなった学校では、和洋九段③が158で11位、八雲学園②が157で12位、女子聖学院③が156で13位と続いている。
　　　　　　　　■09年２月３日
	60以上
	50以上
	49以下

	豊島岡女子学園②　　　863
大妻③ 　　　　　　 　769
武蔵高校附属　　　　　658

鎌倉女学院②　　　　　602

小石川中等教育一般　　554

東京女学館②　　　　　517
慶應中等部　　　　　　505
日本女子大附②　　　　480
学習院女子Ｂ　　　　　467
明大明治②　　　　　　357
	立川国際中等教育一般  823
田園調布学園②　　　　725
跡見学園②　　　　　　671
品川女子学院②　　　　609

桜修館中等教育　　　　608

白鴎高校附属一般　　　590

両国高校附属　　　　　568
九段中等教育　　　　　563
富士見③　　　　　　　490
玉川聖学院②　　　　  428
	麹町学園③特待　　　 563
トキワ松Ｃ午後　     365

広尾学園③特進選抜　 335

聖セシリア女子②　　 322

横浜富士見丘③　　 　315

文京学院大女子③　　 307

和洋九段女子④       276
東京女子学園③　　　 257

広尾学園③特進一貫　 239

横浜国際翠陵④　　 　222


■16年２月３日

	60以上
	50以上
	49以下

	豊島岡女子学園②　    977

横浜市立南高校附属　  737
大妻③◎　　　　　  　633

桜修館中等教育　　　　598

白鴎高校附属一般〇　  589
東洋英和女学院Ｂ◎　　549

三鷹中等教育　　　　　538

横浜共立学園Ｂ　　　　526

鷗友学園女子②Ｎ　　　517

両国高校附属　　　    502
	相模原中等教育  　　　508

南多摩中等教育〇　　　497

大泉高校附属　        494

青山学院横浜英和Ｄ　　480

田園調布学園②　　　　445

立川国際中等教育一般　432

平塚中等教育　　     400富士見③  　　　　　  393

東京女学館④　　　　　385

大妻中野④アドバンス〇349
	実践女子学園③Ｎ　　 432

和洋九段女子④〇　　 255

昭和女子大附Ｃ本科   248
八雲学園③      　  241

聖セシリア女子③Ｎ　204
女子美術大付②　　　 196
開智日本橋④◎　　 　186
跡見学園③ＰＮ　　　 175

麹町学園③　　　　　 165

文京学院大女子④Ｎ　 162


＊法政大学、三田国際学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■17年２月３日

	60以上
	50以上
	49以下

	豊島岡女子学園②　    932

相模原中等教育〇　　　624

横浜市立南高校附属　  602
大妻③　　　　　  　　575

桜修館中等教育　　　　568

白鴎高校附属一般　  　556
横浜共立学園Ｂ〇　　　551

東洋英和女学院Ｂ　　　518

鷗友学園女子②　　　　486

三鷹中等教育　　　　　486
	平塚中等教育〇　     412東京女学館④〇　　　　393
成城学園②〇　　　　　281

富士見③　　　　　  　263
日大二②〇　　　　　　266
大妻中野④アドバンス　258
横浜女学院D〇　　　　 184
桜美林③〇　　　　　　183
淑徳③スーパー特進　  173
江戸川女子③　　　　　132
	実践女子学園③　　　369

和洋九段女子④　　　241

八雲学園③       　 232
三輪田学園③　　　 215

開智日本橋④★　　　215

昭和女子大附Ｃ本科  192
女子美術大付②　　　188
日大三③〇　　　　  179
跡見学園③　　　　　172

聖セシリア女子A③　163


＊法政大学、三田国際学園、安田学園などは男女別応募者数は現時点で未公表。

■2月3日　　公立中高一貫校が減、私立の共学校が増
前年との対比で大きな変化は公立中高一貫校が10校から6校に減り、私立の共学校が1校から6校に増えたこと。公立中高一貫校は年々志望者が減っていることと、神奈川県立平塚中等教育、川崎市立川崎以外はみな60以上に位置付けられているため、この表では登場しにくくなっている（詳しい状況は後半のＨＯＴＮＥＷＳで扱っている）。

2016年の表では私立の共学校は開智日本橋④の1校だけだったが、2017年には6校にもなっている。特に50以上のゾーンに、成城学園②、日大二②、桜美林③、淑徳③スーパー特進と4校もある。このうち淑徳③スーパー特進を除く3校が増。この表のように女子だけの数字で作成すると共学校はどうしても登場しにくいが、公立中高一貫校が大挙して抜けてこのゾ－ンに登場する入試規模ラインが低くなると共学校が顔を出しやすくなる。49以下でも日大三③が加わり2校となった。

　　　　　　　・60以上　相模原中等教育が50以上のゾーンから移動してきて両国高校附属（2017年は438）が押し出された以外は変動なし。ただ、相模原中等教育と横浜共立学園Ｂ以外はいずれも減らしている。
　　　　　　　・50以上　2016年の表の上位4校が60以上に移動したため大きく変わった。先の共学校4校のほか横浜女学院Ｄ、江戸川女子③が登場。出願状況をチェックしていたときに、3月3日は女子校で増えている学校がなかなか見つからなかった。そのこともあり、2016年は10位でも349であったものが、今年は7位でも200を切っている。Ｗｅｂ出願の広がりで前もって出願しなくなっていることが3日の応募者数に大きく影響していると思われる。
・49以下　麹町学園③がいなくなり、9年連続登場は1校もなくなった。このほかでは和洋九段女子④が2010年以外の8回に登場している。変動が大きいゾーンである。

和洋九段女子④は本科とグローバルの合計数、跡見学園③はＩクラスとＰクラスの合計数である。このゾーンは前年も増は2校のみだったが、今年も開智日本橋④、日大三②（2016年は156で11位）以外はすべて減と、年々入試規模が縮小している。
以上、1月中から2月3日まで通して見てきたが、2016年以降急増している新しいタイプの入試はまだ表に出るまでには至っていない。2018年度以降にどうなるか注目したい。
ＨOT　NEWS・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

都立中一般枠　受検倍率過去最低　　　　
都立中高一貫校は2月3日一般枠の検査を行い、9日に合格者を発表、10日正午に入学手続きを締め切った。10校合計の受検者数は男女計7,913人で、10校が出揃って以来、初めて8千人の大台を割った。一般枠の平均倍率は、男子5.25倍、女子6.05倍と過去最低を記録した。小石川では女子の辞退者が26人と、これまでで最も多くなった。

千代田区立九段中等教育学校では、区外生の倍率が高まった。　

	学校名
	受検者数
	受検倍率
	入学手続者数
	辞退者数　

	
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	男
	女
	計

	小石川

中等教育
	482 
	438 
	920 
	6.03 
	5.48 
	5.75 
	69
	54
	123
	11
	26
	37

	
	(505)
	(424)
	(929)
	(6.31)
	(5.30)
	(5.81)
	(67)
	(65)
	(132)
	(13)
	(15)
	(28)

	白鴎高校
附属
	378 
	536 
	914 
	4.85 
	7.34 
	6.05 
	77
	70
	147
	1
	3
	4

	
	(368)
	(580)
	(948)
	(4.84)
	(8.06)
	(6.41)
	(75)
	(69)
	(144)
	(1)
	(3)
	(4)

	両国高校
附属
	367 
	415 
	782 
	6.12 
	6.92 
	6.52 
	52
	57
	109
	8
	3
	11

	
	(484)
	(487)
	(971)
	(8.07)
	(8.12)
	(8.09)
	(50)
	(58)
	(108)
	(10)
	(2)
	(12)

	桜修館
中等教育
	406 
	537 
	943 
	5.08 
	6.71 
	5.89 
	76
	72
	148
	4
	8
	12

	
	(455)
	(551)
	(1,006)
	(5.69)
	(6.89)
	(6.29)
	(76)
	(67)
	(143)
	(4)
	(13)
	(17)

	富士高校
附属
	299 
	341 
	640 
	4.98 
	5.68 
	5.33 
	60
	60
	120
	0
	0
	0

	
	(284)
	(285)
	(569)
	(4.73)
	(4.75)
	(4.74)
	(57)
	(57)
	(114)
	(3)
	(3)
	(6)

	大泉高校
附属
	354 
	429 
	783 
	5.90 
	7.15 
	6.53 
	58
	57
	115
	2
	3
	5

	
	(368)
	(471)
	(839)
	(6.13)
	(7.85)
	(6.99)
	(58)
	(58)
	(116)
	(2)
	(2)
	(4)

	南多摩
中等教育
	350 
	422 
	772 
	4.38 
	5.28 
	4.83 
	80
	77
	157
	0
	3
	3

	
	(387)
	(489)
	(876)
	(4.84)
	(6.11)
	(5.48)
	(75)
	(79)
	(154)
	(5)
	(1)
	(6)

	立川国際
中等教育
	315 
	393 
	708 
	4.85 
	6.05 
	5.45 
	64
	62
	126
	1
	3
	4

	
	(279)
	(422)
	(701)
	(4.29)
	(6.49)
	(5.39)
	(65)
	(62)
	(127)
	0 
	(3)
	(3)

	武蔵高校
附属
	261 
	237 
	498 
	4.35 
	3.95 
	4.15 
	55
	56
	111
	5
	4
	9

	
	(306)
	(258)
	(564)
	(5.10)
	(4.30)
	(4.70)
	(55)
	(53)
	(108)
	(5)
	(7)
	(12)

	三鷹
中等教育
	478 
	475 
	953 
	5.98 
	5.94 
	5.96 
	79
	79
	158
	1
	1
	2

	
	(512)
	(527)
	(1,039)
	(6.40)
	(6.59)
	(6.49)
	(76)
	(74)
	(150)
	(4)
	(6)
	(10)

	合計
	3,690 
	4,223 
	7,913 
	5.25 
	6.05 
	5.65 
	670
	644
	1,314
	33
	54
	87

	
	(3,948)
	(4,494)
	(8,442)
	(5.63)
	(6.45)
	(6.04)
	(654)
	(642)
	(1,296)
	(47)
	(55)
	(102)


（カッコ内の数値は前年）　　　

	九段中等教育
	募集人員
	受検(男子)
	受検(女子)
	受検(男女計)
	倍率(男子)
	倍率(女子)

	千代田区内生
	男女各40
	66 (69)
	76 (89)
	142 (158)
	1.65（1.73）
	1.90（2.23）

	同区外生
	男女各40
	287(243)
	373 (361)
	660 (604)
	7.18（6.08）
	9.33（9.03）
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　左の3つのグラフでは、都立中高一貫校10校の一般枠の受検者数と倍率(上段)、欠席者数と欠席率 (中段) 、手続き辞退者数と割合(下段)を示した（棒グラフでは青が男子、赤が女子。折れ線は17年の上位が女子）。

受検者数は13年以降4年連続して減少し、男女とも10校開校後では最少に。男女合計でピーク時（13年）より2千人以上減っている。
10年度に、西部地域の富士、大泉、南多摩、三鷹の4校がいっぺんに開校して、都全体の受検者が増加したが、同時に東部地域にある小石川、白鴎、桜修館が次々とピークアウト、今年は両国が大幅に減少した。
欠席者数は、やや落ち着いてきた。10校平均の欠席率は4.1％。小石川（7.8％）、武蔵（6.7％）などは高め。
　辞退者数は合計87人（男子33人、女子54人）で、10年度以降では2番目に少ないが、このうち男子の3分の1（11人）、女子の半数近く（26人）が小石川の辞退者。同校は男女計37人と、過去最多の辞退者を出した。逆に富士では、辞退者が男女ともにゼロだった。
都立中高一貫校の受検状況は、併願する私立のレベルによって、違いが大きくなってきた。
横浜サイエンスフロンティア　男子10.83倍　女子5.65倍　

　神奈川県内の公立中高一貫校の結果が下表のように明らかになった。前評判が高かった横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校附属中学校の受検者数は、男子433人、女子226人で、予想外に少なかった。一方、同南高校附属中学校は前年より200人以上減らし、県立相模原と平塚は増やしている。
	学　校　名
	募集
人員
	受検者数(男女別)
	倍率
	前年同

	神奈川県立

相模原
	男女
各80
	受検者数1,185(男子583、女子602)

前年同1,009(男子517、女子492)
	男子7.29

女子7.53
	男子6.46

女子6.15

	神奈川県立

平塚
	男女
各80
	受検者数794(男子389、女子405)

前年同746(男子355、女子391)
	男子4.86

女子5.06
	男子4.44

女子4.89

	横浜市立

南
	男女計
160
	受検者数986(男子408、女子578)

前年同1,219(男子524、女子695)
	6.16
	7.62

	同横浜ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ
	男女各40
	受検者数659(男子433、女子226)
	10.83/5.65
	新規

	川崎市立

川崎
	男女計120
	受検者数510(男女の区別を設けない)

前年同542(同)
	4.25
	4.51


新宿の不合格者数　史上最多の382人？　　都立高応募倍率

都立一般入試の出願受付が2月7、8日にあり、いったん締め切られた。2日目までの全日制の応募者は合計48,154人、平均倍率は1.51倍で、昨年とほとんど変わらなかった。
昨年→今年の倍率を学科別にみると、募集人員の約7割を占める普通科旧学区では、男子…1.57倍→1.57倍、同女子…1.64倍→1.59倍と、昨年上昇した女子が今年は低下した。普通科コースは上昇、普通科単位制は変わらなかった。このほか、上昇した学科は、商業科（1.07倍→1.10倍）、工業科（1.14倍→1.21倍）、農業科（1.31倍→1.35倍）など。専門学科全体で1.24倍→1.30倍にアップ。国際科（2.29倍→2.25倍）、科学技術科（1.78倍→1.76倍）は続いていた上昇がストップした。総合学科（1.36倍→1.39倍）は上昇した。
前年より不合格者数が増える見込みの学校は、普通科旧学区では、男女計で、小金井北…112人増、豊多摩…106人増、北園…79人増、石神井…77人増、板橋…73人増、竹早…66人増、南葛飾…56人増、紅葉川…55人増、野津田、東大和…50人増など。逆に減りそうなのは、昭和…181人減、田無…92人減、青山…72人減、小松川…69人減など。単位制の新宿の不合格者は、昨年より120人近く多い382人（予想実倍率2.32倍）と、ありえない値に。付録(PDF版2枚)では、予測される不合格者数を学校・学科別に掲げた。

	旧学区男子
	旧学区女子
	専門等

	校名
	応募数
	倍率
	校名
	応募数
	倍率
	校名
	科・コース
	応募数
	倍率

	秋留台
	133 
	2.66 
	広尾
	206 
	2.78 
	園芸
	動物
	76 
	3.04 

	日比谷
	328 
	2.48 
	南葛飾
	158 
	2.59 
	総合芸術
	舞台表現
	80 
	2.86 

	豊多摩
	318 
	2.41 
	竹早
	215 
	2.53 
	国際
	国際
	269 
	2.74 

	富士
	72 
	2.32 
	豊多摩
	291 
	2.40 
	新宿
	普（単位制）
	731 
	2.57 

	広尾
	189 
	2.30 
	向丘
	240 
	2.26 
	八王子桑志
	システム情報
	58 
	2.32 

	北園
	290 
	2.20 
	三田
	251 
	2.20 
	総合芸術
	音楽
	63 
	2.25 

	足立東
	86 
	2.10 
	北園
	266 
	2.18 
	深川
	外国語
	122 
	2.18 

	田園調布
	180 
	2.07 
	日比谷
	262 
	2.15 
	大江戸
	チャレンジ
	304 
	2.17 

	三田
	254 
	2.05 
	松原
	162 
	2.13 
	府中工業
	情報技術
	54 
	2.16 

	竹早
	190 
	2.04 
	小平
	156 
	2.05 
	小平
	外国語
	117 
	2.09 

	文京
	303 
	2.03 
	文京
	279 
	2.05 
	総合芸術
	美術
	116 
	2.07 

	調布南
	201 
	2.01 
	青山
	246 
	2.05 
	六本木
	チャレンジ
	281 
	2.01 

	西
	262 
	1.98 
	小金井北
	182 
	2.00 
	六郷工科
	デザイン
	49 
	1.96 

	南葛飾
	134 
	1.97 
	目黒
	213 
	1.99 
	新宿山吹
	普
	194 
	1.94 

	青山
	256 
	1.97 
	野津田
	91 
	1.98 
	松が谷
	外国語
	108 
	1.93 

	戸山
	290 
	1.95 
	駒場
	206 
	1.94 
	産業技術高専
	ものづくり工学
	492 
	1.92 

	上野
	249 
	1.89 
	石神井
	233 
	1.93 
	園芸
	食品
	48 
	1.92 

	府中
	216 
	1.86 
	小平西
	206 
	1.93 
	葛西工業
	機械
	94 
	1.92 

	目黒
	215 
	1.85 
	武蔵野北
	175 
	1.92 
	駒場
	保体
	53 
	1.89 

	小金井北
	185 
	1.85 
	日本橋
	178 
	1.91 
	葛西工業
	電子
	47 
	1.88 


東大推薦入試　広尾学園　渋谷教育渋谷から2人　　
東京大学は8日、昨年から始めた推薦入試の17年度合格者を発表した。100人程度の募集に対し、昨年と同じ173人が出願し、昨年の77人より6人少ない71人が合格した。大学は、女性や関東以外の学生の割合が一般入試より高かったと述べ、「目的である多様性の促進は今のところ成功している」としている。
　合格者のうち女性は27人で38％に当たり、一般入試より20ポイントほど高かった。出身校の所在地は、関東以外が53.5％で、一般入試の約40％を上回った。一方、10学部のうち7学部が募集人員に満たなかった。推薦入試には高校の学校長が男女各１人まで推薦でき、今年度は159校が出願。このうち105校は今年度が初めての出願だったという。　
	学部・学科
	 募集

人員 
	出願者数
	合格者数
	前年同

	法学部 
	10人程度
	25
	13
	14

	経済学部 
	10人程度
	14
	3
	4

	文学部 
	10人程度
	13
	4
	3

	教育学部 
	5人程度
	6
	5
	4

	教養学部 
	5人程度
	24
	1
	2

	工学部 
	30人程度
	42
	23
	24

	理学部 
	10人程度
	25
	10
	11

	農学部 
	10人程度
	11
	7
	9

	薬学部
	5人程度
	3
	2
	3

	医学部・医学科 
	3人程度
	8
	2
	2

	同・健康総合科学科
	2人程度
	2
	1
	1

	合計 
	100人程度
	173
	71
	77


合格者の出身校は次の通り（大学通信調べ）【法】筑波大附属、東京学芸大附属、麻布、渋谷教育学園渋谷、青稜、桐蔭学園中等教育、横浜女学院、県立長野、長野日大、海陽中等教育、神戸国際中高、岡山朝日、広島　【経済】成蹊、小林聖心女子学院（兵庫）【文】水戸第一、江戸川学園取手、駿台甲府、甲南　【教育】磐城（福島）、相模原中等教育、広島、済美平成中等教育、真和（熊本）【教養】岡山操山　【工】札幌北、北嶺（北海道）、県立浦和、市川、渋谷教育学園幕張、筑波大附属、多摩科学技術、渋谷教育学園渋谷、高輪、広尾学園、金沢泉丘、県立長野、伊勢、神戸大附属中等教育、西大和学園、宇部（山口）、高知追手前、香住丘（福岡）、修猷館、長崎西、昭和薬科大付属（沖縄）【理】八戸、海城、開成、広尾学園、武蔵（私立）、愛知淑徳〔既卒生〕、大阪星光学院、灘【農】土浦第一、茗渓学園、岐阜、洛北、佐賀西　【薬】浦和第一女子、日比谷　【医ー医】桜蔭、久留米大付設　【医ー健】前橋女子
京都大特色入試　　開成　女子学院から2人

京都大学でも特色入試（推薦・ＡＯ）の合格者が発表された。125人の募集に374人が応募、97人が合格した。関東圏からも多くの合格者が出ている。サンデー毎日（2月26日号）の記事では、【総合人間】学芸大附属【文】麻布、開成、武蔵（私立）〔既卒生〕【経済】前橋、県立浦和、市立浦和、県立船橋、渋谷教育学園渋谷【理】開成【医ー医】広尾学園【医ー人間】創価【工】戸山、女子学院【農】土浦第一、小石川中等教育、女子学院の17人が判明している。
